
交通量の大半がバイパスへ転換されたことにより、河原町中心部

の交通量は開通前の半分以下に減少。

98中国11／00更.02更

平成13年

③
地
域
の
振
興

⑤
時
間
短
縮

⑥
利
便
性
の
向
上

⑧
そ
の
他

②
産
業
の
振
興

①
農
水
産
業
の
振
興

④
交
通
の
円
滑
化

⑦
交
通
安
全

データ
まと め

渋滞の解消により、沿道環境が改善
・国道53号河原道路（5.5km）が平成13年3月17日に全

線開通。

・交通量の大半がバイパスに転換されたことにより、河原

町中心部の交通量は開通前の半分以下に。

・朝夕の慢性的な渋滞の解消により、旧道沿線の環境

改善が図られる。

・鳥取東部地域の産業経済の発展に大きく寄与する道

路になると期待されている。

国道53号河原道路の整備効果
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●国道53号河原道路

●河原道路開通による交通の変化

●河原道路開通による交通変動
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●河原道路開通による環境の変化

資料／中国地方整備局調べ

0

5,000

10,000

15,000

20,000
（台/12h）

国道53号（現道） 河原道路
0

50

100

150

200

250

300
（kg/年）

開通前（H12.10.31） 開通後（H13.3.27）

SMP排出量

約27％
278.6278.6

73.873.8

0

200

400

600

800

1,000

1,200
（t/年）

開通前（H12.10.31） 開通後（H13.3.27）

CO2排出量

約36％
1,106.7

396.9

1,106.7

396.9

渋滞が解消され河原町中心部

での走行がスムーズになったこ

とにより大気汚染の原因である

CO2、NOx、SPM排出量が減少

CO2:二酸化炭素
NOx:二酸化窒素
SPM:浮遊粒子状物質
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④交通の円滑化 ●国道53号河原道路 ●平成13年3月開通鳥取県


